




月

組 月 日 （ 金 ）

● 実施計画

①紫を使わずに紫を作る。
②2色使ってオレンジを作る。
③2色使って水色を作る。
④2色使って黄緑を作る。
⑤3色使って茶色を作る。
⑥何色使えば黒はできる？
⑦白を使わずに白はできる？

・実験を重ねていく中で、こすると色が
変化することに気づき、友だちに共有す
る。

・自分の画用紙で混ぜたクレヨンを、指
でこすってみる。

10:30～10:35

10:35～10:45

・暖色、寒色、中間色の用紙を配布し、①
暖かい色②寒い色を聞いてみる。

・画用紙をクレヨンを配布し、○○色を
使わずに○○色を作る実験をする。

・好きな色を聞く。

・どんな色があるか聞く。

・暖色、寒色、中間色について説明する。

四方 滋美

活動テーマ

時間

前日　１０：００～

10

【環境設定】
・　子どもたちが自由に発言できる雰囲
気を作る。
・　正解を求めるのではなく、予想し考え
る態度を大切にする。
・　正解へと誘導しないよう留意する。

【準備物】
・　食べる事に関する絵本
・　画用紙
・　ホワイトボード
・　ホワイトボードマーカー
・　クレヨン
・　暖色、寒色、中間色が書かれた用紙

【事前準備】
・　色鬼をする。
・　水についての絵本を設置。
・    画用紙をはがきサイズに切り、色見
本カードを作成。

10:45～11:15

アート  ～色のふしぎ～
①色について知ろう

活動テーマに関する　日頃の興味関心について

７，８月の水遊び中に色水をペットボトルに入れて遊んだり、涼しくなってからは公園で色鬼をして
遊んでいる。１０月から個人用の絵の具を使い始めた事で、色や色の混ざり方に興味持ち、自分で実
験してみようとする姿が多く見られるようになっている。

環境設定　・　準備物

11:15～11:25

5 歳児 めろん 10

内容

・公園で色鬼をする。

・自然物や固定遊具などの色に触れなが
ら、ゲームを楽しむ。
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● 実施報告

● 振り返り

【子どもの姿・声】
・「茶色を作るには何色が必要か」などの問いに
対して、答えを知っている子はすく答えを大きな
声でみんなに伝えようとする。探求心がある子
はいろんな色を使って何度も繰り返しやってみ
ようとする。すぐ答えを知ろうと知っている子に
聞いたりする。などさまざまな姿が見られた。

【保育者との関わり】
・答えを知っている子が、答えを言ってしまって
いたため、探求心がある子が、調べる前に答えを
知ってしまい、言い合いになることがあったた
め、大きな声で言うのではなく、すぐに教えてほ
しい子は知っている子にこっそり聞きにいくよ
う促し、自分で調べたい子への配慮を行った。

保育者側の気付き 園長からの感想・助言内容

活動中の子どもの姿、声、保育者との関わり

・目には見えない臓器などについては意識
しないと活動に組み込めないためとても良
い活動になったと思う。

・子どもたちが興味関心をもって取り組ん
でいる姿が見られ、テーマから内容まで子
どもたちに合わせた活動になっていると感
じた。」

・子どものつぶやきを拾ってあげたいが、拾いき
れない事が多くあったため、ホワイトボード等にそ
の時の疑問をメモしておくことができると良かっ
た。
・鏡で口の中や目を見ることや呼吸する時の胸の
ふくらみ方など、実践を多く交えたことで体につ
いて興味が湧いている様子が見られていた。
・看護師が保育室にいたため、消化にかかる時間
などを聞いてみるなどすることができた。

探究活動の実践内容

・友だちの意見に耳を傾けたり、自分の意見を挙
手をして伝えたりしようとする。
・自分の知っている知識や気づき、発見を友だち
に教えようとする。
・2，3色を混ぜると何色に変化するかについて興
味を持ち、探求心を持つ。


